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議
案
第
3
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

3
、
8
5
9
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

7
9
、
0
7
5
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
4
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3

4
千
円
を
追
加
し
、
総
額
3
0
7
、
1
8
2

千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
5
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

9
、
6
1
0
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

6
2
6
、
2
9
1
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
6
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

報
告
第
1
号

議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

報
告
第
2
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
3
号

陳
情
、
要
望
に
つ
い
て

報
告
第
4
号

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
1
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

5
6
、
6
8
2
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
総

額
を
3
、
8
6
4
、
6
6
2
千
円
と
す
る

も
の

議
案
第
2
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
4
、
8
9
4
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

5
5
4
、
5
2
7
千
円
と
す
る
も
の

1

ま
ち
の
話
題

平
成
17
年
度
当
初
予
算
な
ど
を
審
議

平
成
17
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定
例
会

平
成
17
年
第
1
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
3
月
8
日
か
ら
3
月
25
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

報
告
4
件
、
議
案
21
件
、
発
議
1
件
、
意
見
書
案
2
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。



2

特
別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
、
6
6
0
千
円
と
す

る
も
の

議
案
第
17
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
1
4
、
5
4
0
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
18
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
6
1
4
、
4
8
8
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
19
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
1
9
、
1
5
4
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
20
号
【
可
決
】

山
口
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
21
号
【
可
決
】

市
町
村
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県
市
町

村
災
害
基
金
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

発
議
第
1
号
【
可
決
】

和
木
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

意
見
書
案
第
1
号
【
不
採
択
】

「
市
場
化
テ
ス
ト
」
や
「
給
与
構
造
見
直

し
」
に
反
対
す
る
意
見
書

意
見
書
案
第
2
号
【
採
択
】

障
害
の
あ
る
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
発
達
を
保
障
す
る
教
育
条
件
整
備
を

求
め
る
意
見
書

1
6
、
8
0
5
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

3
1
4
、
0
2
2
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
7
号
【
可
決
】

和
木
町
個
人
情
報
保
護
条
例

議
案
第
8
号
【
可
決
】

和
木
町
人
事
行
政
の
運
営
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例

議
案
第
9
号
【
可
決
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
10
号
【
可
決
】

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
11
号
【
可
決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
12
号
【
可
決
】

和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
13
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
3
、
7
9
3
、
2
6
0

千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
14
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
5
2
6
、
9
7
8
千
円

と
す
る
も
の

議
案
第
15
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

予
算
の
総
額
を
8
1
、
6
6
8
千
円
と

す
る
も
の

議
案
第
16
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
交
通
災
害
共
済
事
業
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春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
中
の
３
月
３

日
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
（
好
本
消
防
長
）

は
、
町
職
員
で
保
健
師
の
田
岡
千
春
さ
ん

を
１
日
婦
人
消
防
官
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

委
嘱
式
終
了
後
、
消
防
東
出
張
所
の
査

察
官
と
一
緒
に
、
瀬
田
地
区
の
高
齢
者
の

お
宅
を
訪
問
。
台
所
周
り
や
暖
房
器
具
等
、

火
の
元
の
点
検
を
実
施
し
、
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

火
災
は
尊
い
命
、
貴
重
な
財
産
を
奪
い

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
意
識
、
注
意
で
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

に
広
く
町
民
の
皆
さ
ま
方
に
開
放
さ
れ
た

芸
術
作
品
等
の
展
示
空
間
と
し
て
整
備
し

た
施
設
で
す
。
開
館
以
来
、
様
々
な
芸
術

作
品
や
多
く
の
方
々
の
作
品
を
展
示
し
て

き
ま
し
た
が
、
予
想
以
上
の
入
館
者
が
訪

れ
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
文
化
意
識
の
高

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
万
人
目
の
入
館
者
は
、
千
野
敏
子
さ

ん
（
関
ヶ
浜
2
丁
目
）。
千
野
さ
ん
は
、

県
立
美
術
館
所
蔵
作
品
展
「
萩
焼
き
と
赤

間
硯
展
」
を
見
学
に
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
一

万
人
目
と
い
う
突
然
の
知
ら
せ
と
古
木
町

長
か
ら
記
念
品
の
贈
呈
を
受
け
「
こ
の
美
術

館
に
来
る
の
は
3
回
目
。
今
日
は
友
人
に

誘
わ
れ
て
来
館
し
ま
し
た
が
、
一
万
人
目
と

い
う
こ
と
に
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。」
と
喜

び
と
と
も
に
驚
き
を
表
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
施
設
が
よ
り
有
効
に
活

用
さ
れ
る
よ
う
企
画
・
運
営
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
美
術
館
の
使
用
、
展
示
に
関

す
る
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

現
在
、
和
木
美
術
館
で
は
、
毎
月
1
回

催
し
物
を
企
画
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

4
月
29
日
　
か
ら
5
月
16
日
　
に
か
け
て

は
、
山
口
県
を
代
表
す
る
画
家
「
川
口
健

治
絵
画
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
油
彩
、
水

彩
を
中
心
に
風
景
画
、
特
に
故
郷
の
瀬
戸

内
や
日
本
の
懐
か
し
い
景
色
、
伝
統
芸
能

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
展
で
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ま
も
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（

53
ー

3
1
2
3
）

3
月
20
日
、「
和
木
美
術
館
」（
平
成
15

年
12
月
12
日
開
館
）
へ
の
入
場
者
数
が
延

べ
1
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

和
木
美
術
館
は
、
芸
術
・
文
化
に
対
す

る
意
識
の
向
上
や
、
地
域
の
活
性
を
目
的

3
月
28
日
、
山
口
市
で
開
催
さ
れ
た

「
山
口
県
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
定

期
総
会
」
に
お
い
て
、
増
井
敬
治
さ
ん

（
和
木
2
丁
目
）
が
、
25
年
在
職
の
特
別
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

増
井
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
に
和
木
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
に
就
任
さ
れ
、
昭
和

59
年
か
ら
委
員
長
代
理
と
し
て
、
平
成
14

年
か
ら
は
委
員
長
と
し
て
、
明
る
い
選
挙

の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
白

木
武
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）
が
自
作
の
ロ

ー
ラ
ー
及
び
そ
の
他
整
備
道
具
で
改
善
さ

れ
、
素
晴
ら
し
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

選
管
委
員
25
年
特
別
表
彰

増井　敬治さん

ま
ち
の
話
題

和
木
美
術
館
の
入
館
者
数
が
延
べ
１
万
人
を
突
破

ま
ち
の
話
題

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
整
備

ま
ち
の
話
題

春
の
全
国

火
災
予
防
週
間

6

（ ）祝

（ ）月

千野さん（右から3番目）



挑
戦
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。」
と
。

ま
だ
ま
だ
、
空
気
が
乾
燥
す
る
季
節
、
山

火
事
な
ど
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
火
の
取
扱
い

に
は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

7

3
月
6
日
、
消
防
団
第
3
分
団
（
沖
雄

二
分
団
長
）
は
山
火
事
に
備
え
た
訓
練
と

し
て
妙
見
山
の
山
道
の
確
認
を
半
日
か
け

て
行
い
ま
し
た
。

山
頂
付
近
の
妙
見
神
社
で
は
、
和
木
地

区
、
瀬
戸
内
海
が
遠
望
で
き
る
場
所
が
あ

り
、
今
回
の
訓
練
で
雑
木
を
伐
採
し
て
、

遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
沖
分
団
長
は
「
小
瀬
川
河
口
付
近

が
一
望
で
き
る
場
所
近
く
ま
で
石
段
（
約

7
5
0
段
）
が
あ
り
ま
す
の
で
山
歩
き
に

3
月
10
日
の
中
学
校
を
皮
切
り
に
17
日

に
は
幼
稚
園
、
18
日
に
は
小
学
校
で
卒
業

式
が
行
わ
れ
、
26
日
に
は
保
育
所
で
修
了

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
16

年
度
は
中
学
校
71
名
、
小
学
校
83
名
、
幼

稚
園
53
名
、
保
育
所
児
19
名
が
新
た
に
旅

立
ち
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
卒
業
、
卒
園
、
修
了
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
15
日
、
和
木
2
丁
目
第
3
集
会
所

で
、
子
育
て
サ
ロ
ン
（
代
表
　
明
吉
小
百
合

さ
ん
）
が
開
か
れ
、
町
内
の
親
子
15
名
が
参

加
、
折
り
紙
や
ボ
ー
ル
遊
び
、
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
の
子
育
て
話
な
ど
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
は
”子
育
て
中
の
親

子
が
気
持
ち
よ
く
日
向
ぼ
っ
こ
で
き
る
地
域

の
縁
側
を
め
ざ
し
て
“
を
目
標
に
、
毎
月
第

3
火
曜
日
に
同
集
会
所
で
開
か
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
今
回
は
一
周
年
を
記
念
し
て
、
愛

称
を
募
集
、「
子
育
て
サ
ロ
ン
　
た
ん
ぽ
ぽ
」

に
決
定
し
ま
し
た
。
命
名
者
の
杉
村
彩
さ
ん

（
和
木
2
丁
目
）
は
、
タ
ン
ポ
ポ
の
可
愛
ら

し
い
そ
の
姿
と
わ
た
ぼ
う
し
の
巣
立
ち
を
子

ど
も
の
成
長
と
重
ね
合
わ
せ
、
元
気
な
花
か

ら
元
気
な
わ
た
ぼ
う
し
が
飛
び
立
つ
よ
う
願

っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

子
育
て
サ
ロ
ン
で
す
。
皆
さ
ん
の
自
由
な
発

想
で
楽
し
い
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
問
合
せ
▼
明
吉
小
百
合

53
ー

4
2
7
1
）

ま
ち
の
話
題

学
び
舎
を
あ
と
に
卒
業
式

ま
ち
の
話
題

遠
望
台
の
整
備

ま
ち
の
話
題

子
育
て
サ
ロ
ン
で
交
流

「中学校卒業式」

「幼稚園卒園式」 「小学校卒業式」

「妙見神社からの遠望」

親同士、子ども同士
交流がもてます



平
成
14
年
か
ら
3
年
間
、
和
木
町
教
育

委
員
会
派
遣
社
会
教
育
主
事
と
し
て
こ
の

ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
4
月
か
ら
、
小
学
校
へ
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
3
年
間
の
思

い
出
は
、
私
の
宝
物
で
す
。

和
木
町
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
今

後
ま
す
ま
す
の
発
展
を
、
心
よ
り
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

木
村
満
彰

8

3
月
6
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
父
親
の
家
庭
教
育
参

加
を
考
え
る
集
い
『
お
や
じ
的
役
割
フ
ォ

ー
ラ
ム
』」（
主
催：

和
木
町
地
域
家
庭
教

育
推
進
協
議
会
・
和
木
町
教
育
委
員
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
村
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

岩
国
短
期
大
学
助
教
授
　
山
縣
明
人
先
生

が
、「
腕
ま
く
り
　
男
の『
子
育
て
』」
と
題
し

て
講
演
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
親
と

し
て
の
大
切
な
心
構
え
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、「
父
の
思
い
、
母
の

願
い
」
と
題
し
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
作

業
を
す
す
め
る
中

で
、
参
加
者
は
自
分

の
思
い
を
出
し
合

い
、
親
と
し
て
の
役

割
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で
も
ぼ
く
は
勇
気

を
出
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
す
る
と
、

ち
ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
を
か
え
し
て
く
れ
ま

す
。（
中
略
）

あ
い
さ
つ
は
、
友
達
を
つ
く
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
最
初
は
知
ら
な
い
人
ど
う
し

で
も
、
た
っ
た
一
言
あ
い
さ
つ
を
す
る
だ

け
で
、
心
が
ホ
ッ
と
し
て
、
気
ら
く
に
な

っ
て
話
を
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く

れ
た
り
す
る
か
ら
で
す
。
心
と
心
が
通
じ

合
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ど

ん
ど
ん
友
達
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
の
だ

と
思
い
ま
す
。（
中
略
）

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
こ
れ
か
ら
も
あ
い
さ

つ
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
声
で
、

は
ず
か
し
が
ら
な
い
で
ハ
ッ
キ
リ
と
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
、
今
以
上
に

い
っ
ぱ
い
友
達
が
で
き
る
し
、
毎
日
気
持

ち
よ
く
す
ご
す
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
す
。

あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る
一
日
、
あ
い

さ
つ
か
ら
は
じ
ま
る
人
と
人
の
心
の
輪

を
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
の
絆

を
深
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
明
る
い
気
持

ち
で
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
「
和
木
町
」
を

築
い
て
い
く
た
め
に
、
町
で
は
毎
年
「
あ

い
さ
つ
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
今
、
こ
の

運
動
の
意
義
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

ま
ず
あ
な
た
か
ら
、
元
気
の
よ
い
あ
い
さ

つ
を
心
が
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
十
六
年

度
　
あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
品
　
作
文
の

部
で
小
学
6
年
生
の
部
の
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
た
亀
田
康
志
さ
ん
作
品
で
す
。
参
考

に
な
さ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
お
は
よ
う
」「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
の
あ
い
さ
つ
か
ら
、
ぼ
く
の
一
日
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
一
日
の
は
じ
ま
り
の
あ
い
さ
つ
を
、

ぼ
く
は
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、

朝
気
分
が
悪
い
時
に
は
、「
お
は
よ
う
」

の
言
葉
よ
り
先
に
、「
か
ら
だ
が
だ
る
い
」

と
、
悪
い
所
を
言
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

（
中
略
）

だ
か
ら
朝
は
一
番
に
「
お
は
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
す
る
の
が
好
き
で
、
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
か
ん
た
ん
そ
う

で
す
が
、
な
か
な
か
勇
気
が
い
る
も
の
で

す
。
あ
い
さ
つ
を
し
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
か

え
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
と
心
配
に
な

さ
あ
、
新
年
度

明
る
い
あ
い
さ
つ
の
ひ
び
く
町
に

「
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算326号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

フォーラムの様子

父
親
の
役
割
と
は

心
か
ら
の
感
謝
を
こ
め
て



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

＜CD＞
☆テレビ☆こどものうた　世界の約束
☆セカンドダブルユー/ダブルユー
☆シングル大全集/BEGIN
☆ANSWER/TOKYO SKA PARADISE ORCHESTRA
☆song bird/sona
E TRUE☆Yaiko’s  selection/矢井田瞳
＜一般書＞
『駆けこみ交番』 乃南アサ著
『かわうその祭り』 出久根達郎著
『黄昏に歌え』 なかにし礼著　
『半島を出よ、そして島へ渡れ 上・下』 村上　龍著
『比類なきジーヴス』 ウッドハウス著

＜児童書・絵本＞
『くまざわくんのたからもの』 きたやまようこ作・絵
『みんないきてる　みんなでいきてる！』

エリック・カール絵　くどうなおこ詩
『がいこつ』 谷川俊太郎作　和田誠絵
『くまごろうのだいぼうけん』

ブライアン・ワイルドスミス作・絵
『はるはゆらゆら』 五味太郎作・絵

☆美（ちゅ）ら歌よ/沖縄ベストソングコレクション
☆Beyond/上妻宏光
☆オペラ座の怪人/オリジナルサウンドトラック
☆夢の中のまっすぐな道/aiko
☆crossover/島谷ひとみ ベストセレ

『最後の審判の巨匠』 レオ・ペルッツ著　
『ナターシャ』 ディヴィット・ベズ・モーズギス著
『お墓と仏壇　選び方・建て方・祀り方』 主婦の友社編
『釣った魚をおいしく食べる魚料理入門』 今井浩次著　
『転機の海外援助』 緒方貞子編

『騎士とドラゴン』 トミー・デ・パオラ作・絵
『メープルヒルの奇跡』 ヴァージニア・ソレンセン作
『すぐに使える日本なんでも年表』

「日本なんでも年表」編集委員会編
『国家の世界地図』 藤田千枝編
『むしのうんこ』 伊丹市昆虫館編

今月の休館日 4日（月）・11日（月）・18日（月）・25日（月）・29日（祝）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ

日　時 4月16日（土）15時～

場　所 図書館内絵本のコーナー

よみきかせボランティア「ぴのきお」

問合せ 和木町立図書館

（ 54ー0222）

9

○図書館では、毎月
第3土曜日に絵本
の読みきかせを行
なっています。

☆図書館内でＤＶＤが視聴できます。

ビデオと同様1人1日1枚に限り視聴できます。

どうぞご利用ください。

☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになっています。

（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の

検索や予約ができます。）

☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。

アドレス　http://www.waki -toshokan.jp/

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）



2005
ローズフェスタ in 蜂ヶ峯

10

日　時 5月22日（日）開催
ローズウェディング３組決定！！

満開のバラの中、素敵な

ウエディングを見に来てね
ただいま募集中！！

★おもしろい企画！！

★チャレンジ企画！！

★フリーマーケット出店者募集中

（飲食物は出店できません）

１区画　1,000円（町内の方）

１区画　2,000円（町外の方）

★ステージ企画募集！！

ロックフェスタ2005 in蜂ヶ峯

出演バンド募集！！

場　所 キャンプ場内特設ステージ

10時～14時30分

問合せ 和木町商工会

（ 53ー2066）

●開催日時：5月11日（水）開場／18時　開演／18時30分
●開催場所：和木町文化会館
●主　　催：和木町文化協会
●入 場 料：（前売り券3,000円小学生以上・一人一回2枚まで）
●発売開始日時：4月12日（火）8時30分～
●発売場所：コミュニティセンター・文化会館・体育センター
●問 合 せ：文化協会事務局（ 52ー2191）

和木町ゴルフ大会

日　時 5月5日（祝）

場　所 和木ゴルフ倶楽部

プレー費 9,000円（税込み。パル付のみ。乗用カー
ト代・食事代別）
和木ゴルフ倶楽部正会員は6,000円（同上）
上記料金は、本年に限り、和木ゴルフ倶　
楽部開場10周年記念特別料金となってい　
ます。

参加費 2,000円

申込期間 4月1日（金）～4月22日（金）
（定員になり次第締め切ります。）

定　員 45組（180名）
（先着順）

申込み 体育センター
（ 52ー2811）



大竹市

平　田

愛　宕

岩 国 み な み 病 院

ひろいし小児クリニック

国立病院機構岩国医療センター

ふ じ も と 小 児 科

国立病院機構大竹病院

荒 田 ク リ ニ ッ ク

山 根 ク リ ニ ッ ク

二 階 堂 医 院

32-4100

32-7000

31-7121

39-1105

57-7151

53-4100

52-3356

53-7655

灘

保　津

広
島
県

山
口
県

岩
国
市

医療機関地　　　区 電　話

11

ポ
リ
オ
の
み
集
団
接
種
、
そ
の
他
は
医

療
機
関
で
行
う
個
別
接
種
で
す
。
お
子
さ

ん
の
体
調
の
良
い
時
に
、
下
記
の
と
お
り

受
け
ま
し
ょ
う
。
結
核
予
防
法
の
改
正
に

伴
い
、
「
4
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
行
っ
て

い
た
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C

G
予
防
接
種
」
が
4
月
1
日
よ
り
「
生
後

6
ヶ
月
未
満
の
乳
児
に
対
し
B
C
G
予
防

接
種
の
み
」
に
な
り
ま
す
。

〈
予
防
接
種
方
法
〉

実
施
期
間
▼
対
象
年
齢
の
期
間
中

実
施
場
所
▼
ポ
リ
オ
の
み
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー

そ
の
他
は
町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

※
県
内
で
あ
れ
ば
下
記
の
医
療
機
関
以
外

で
も
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
事
前
に
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
乳
幼
児

及
び
学
童

申
込
み
▼
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
直
接
医
療
機
関
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

予
診
票
▼
和
木
町
の
予
診
票
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
必

ず
接
種
前
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用
▼
公
費
負
担
の
た
め
無
料

持
参
品
▼
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

保
健
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

予防接種のお知らせ

ポ リ オ

B C G

三 種 混 合

二 種 混 合

麻 し ん

風 し ん

日 本 脳 炎

生後3～90ヶ月未満

生後6ヶ月未満

1期初回：生後3～90ヶ月未満

1期追加：生後3～90ヶ月未満

2期：11歳以上13歳未満

生後12～90ヶ月未満

生後12～90ヶ月未満

1期初回：生後6～90ヶ月未満

1期追加：生後6～90ヶ月未満

（1期初回終了後､概ね1年おく）

２期：９歳以上13歳未満

３期：14歳以上16歳未満

※ポリオは春（4月･5月)と秋（9月･10月）に集団接種にて実施します。日程は広報 ｢わ
き｣または母子保健カレンダーにてご確認ください。

※百日咳にかかった人は、ジフテリア･破傷風の予防接種を受けることができます。

（1期初回接種（3回）終了後、

6ヶ月以上の間隔をおく）

1期初回接種
（3回）

後12～18ヶ月

生後3～18ヶ月

生後6ヶ月未満

生後3～12ヶ月

小学6年生

生後12～15ヶ月

生後12～36ヶ月

3歳

4歳

小学4年生

中学3年生

6週間以上あけて2回

1回

3～8週間あけて3回

1回

1回

1回

１～4週間あけて2回

1回

1回

1回

保
健
相
談

セ
ン
タ
ー

町
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

種　　類 対　象　年　齢 標準的な接種年齢

地　　　区

和木町
木 村 医 院

中 村 ク リ ニ ッ ク

後 藤 小 児 科 医 院

毛 利 小 児 科

豊 岳 小 児 科 医 院

岩 国 病 院

高田内科小児科医院

52-2302

53-8100

21-3586

23-6677

24-9255

41-0850

43-2888

東

山　手

西岩国

山
口
県 岩

国
市

医療機関 電　話

回　　　数 場　　所

〈予防接種の種類と対象〉

〈予防接種を行う医療機関〉

ジフテリア
百 日 咳
破 傷 風

1回



マヨネーズ�

パイナップル�

ぬ
る
ま
湯
で�

も
ど
す�

バター�

レーズン�

ハチミツ�
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健康カレンダー （4月16日～5月15日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

4月18日（月）
～23日（土）

1月25日（月）

1月27日（水）

1月28日（木）

5月11日（水）

1月12日（木）

1月13日（金）

行　　　　事

総合健診

婦人科健診

1歳6ヶ月児健診

プレイルーム

3歳児健診

健康づくり講演会

プレイルーム

両親教室

ポリオ（予）

受付時間

指定受付時間

指定受付時間

12：50～13：00

10：00～15：00

13：30～15：00

09：30～13：00

10：00～15：00

13：30～14：00

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

妊婦とそのご家族の方

乳幼児とその保護者の方

申込み済みの方

申込み済みの方

平成15年9月～10月生まれ

平成14年3月～4月生まれ

乳幼児とその保護者の方

一般の方

平成9年11月14日～平成17年2月13日生まれ

保　　　セ

保　　　セ

さつまいもとパインのサラダ
材料6人分
さつまいも・・・・・・・・・・300g
バター・・・・・・・・・・・・・・・・5g
パイナップル・・・・・（缶）3枚
レーズン・・・・・・・・・・・・・30g

ハチミツ・・・・・・・大さじ1と1/2

マヨネーズ・・・・・大さじ1と1/2

パルメザンチーズ・・・・・大さじ1

めずらしい組合わせですが、さっぱりして、おいしいサラダです。
（食推２班　西　　節子）

健康づくり講演会の
ご案内

＠

作り方
①下準備
さつまいも・・・ところどころ皮をむき乱切りに切る。竹串がとおる程度まで

茹でてざるにあげてバターをからめておく

パイナップル・・・１枚を１２等分ずつ切っておく
レーズン・・・・・・ぬるま湯でもどしておく

●テーマ　たばこと健康

●木村医院　院長　木村直躬先生

と　き 5月11日（水）13時30分～15時

ところ 保健相談センター

｢たばこは身体によくないと、知っている。

でも喫煙者が全員肺がんになるとは限らな

い・・・。｣とは､喫煙者のセリフ。知ってい

るつもりのたばこと健康の関係について、吸

わない人も無関係と思わずにいっしょに学び

ましょう。健康増進法の施行から、多数の人

が利用する施設は禁煙

や分煙の表示をする施

設が増えています。

問合せ　

保健相談センター

（ 52ー7290）

総合健診を申込みされた方にはすでに受診票のセットをお配りしました。必ず開封して、内容を確認して
ください。特に通知書には、指定の受付日・受付時間を記載していますので、都合の悪い方は3日前までに保
健相談センターへご相談ください（ 52ー7290）。
健診車（バス）が3台駐車しますので、保健相談センター付近は駐車できません。お車でのご来場はご遠慮
ください。（駐車可能なのは、コミュニティセンター横の舗装されていない駐車場のみです。ご協力をお願い
いたします。）
〈その他の注意事項〉
・受診票にはすべて鉛筆、またはシャープペンシルで記入してください。（基本健診は、マークシート方式です）
・健診料金はつり銭が要らないように、準備していただきますようにご協力をお願いします。

総合健診のお知らせ

②和える
茹でたさつまいもとパイナップル、レーズンを＠で
和える。盛りつけてパルメザンチーズを上にかける

＠

崎�倍



平
成
17
年
度
の
労
働
基
準
監
督
官
採
用

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格
▼
昭
和
51
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
59
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

試
験
日
▼
第
1
次
試
験
6
月
12
日
　
、
第

2
次
試
験
7
月
26
日
　
・
27
日
　
の
指
定

さ
れ
た
日

試
験
地
▼
広
島
市
、
福
岡
市
、
そ
の
他

受
付
期
間
▼
4
月
1
日
　
〜
4
月
15
日

採
用
予
定
人
数
▼

労
働
基
準
監
督
官
A
（
法
文
系
）
約
60
名

労
働
基
準
監
督
官
B
（
理
工
系
）
約
25
名

問
合
せ
▼
県
労
働
局
総
務
部
総
務
課
総
務
係

（

0
8
3
ー

9
9
5
ー

0
3
6
0
）

受
験
資
格
▼
昭
和
53
年
4
月
2
日
〜
昭
和

59
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
方

で
次
に
掲
げ
る
方

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
18
年
3

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
。
ま
た
、
人
事
院
が
　
に
掲
げ
る
方

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

採
用
予
定
人
数
▼
9
0
0
名
（
予
定
）

試
験
の
程
度
▼
大
学
卒
業
程
度

受
験
受
付
期
間
▼
4
月
1
日
　
〜
15
日
　
　

ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

試
験
地
▼
広
島
市
な
ど

試
験
科
目
▼
教
養
試
験
、
専
門
試
験

問
合
せ
▼
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

（

0
8
2
ー

2
2
1
ー

9
2
1
1
）

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
4
月
15
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

国
税
専
門
官
募
集

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

（ ）金

（ ）火

（ ）日
（ ）水

（ ）金

（ ）金

（ ）金 （ ）金

労
働
基
準
監
督
官
募
集

13

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

第
5
回
和
木
町
卓
球
大
会

と
　
き
▼
2
月
27
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

A
ク
ラ
ス
（
団
体
）

﹇
敬
称
略
﹈

優
　
勝
▼
田
中
　
稔
、
小
野
敬
博
、

岡
崎
紀
子

第
2
位
▼
村
上
和
俊
、
中
村
公
謙
、

徳
田
安
恵

第
3
位
▼
横
田
敏
彦
、
住
田
友
久
、

礒
崎
真
理

B
ク
ラ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）

優
　
勝
▼
槙
島
昭
男
、
繁
原
節
子

第
2
位
▼
上
木
弘
美
、
田
中
悦
子

第
3
位
▼
岡
内
冨
美
江
、
佐
伯
政
子

藤
本
美
枝
子
、
塩
田
節
子

B
ク
ラ
ス
（
男
子
シ
ン
グ
ル
）

優
　
勝
▼
上
木
弘
美

第
2
位
▼
槇
島
昭
男

第
3
位
▼
石
隈
　
勉

B
ク
ラ
ス
（
女
子
シ
ン
グ
ル
）

優
　
勝
▼
繁
原
節
子

第
2
位
▼
塩
田
節
子

第
3
位
▼
田
中
悦
子

初
心
者
ク
ラ
ス

優
　
勝
▼
灘
本
美
智
子

第
2
位
▼
灘
本
秀
信

第
3
位
▼
佐
伯
政
子

第
15
回
和
木
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と
　
き
▼
3
月
13
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
Ａ
級

第
１
位
▼
田
中
博
美
・
濱
砂
博
之
　
組

第
2
位
▼
後
山
純
二
・
宮
本
勝
文
　
組

男
子
Ｂ
級

第
１
位
▼
村
本
正
規
・
白
井
邦
正
　
組

第
2
位
▼
児
玉
　
功
・
山
田
善
通
　
組

男
子
Ｃ
級

第
１
位
▼
長
谷
川
猛
・
江
島
　
匠
　
組

第
2
位
▼
中
村
幹
夫
・
大
宮
　
永
　
組

女
子
Ａ
級

第
１
位
▼
濱
砂
あ
け
み
・
嘉
屋
真
奈
美
　
組

第
2
位
▼
休
萬
ひ
と
み
・
松
田
富
喜
子
　
組

女
子
Ｂ
級

第
１
位
▼
井
原
陽
子
・
伊
崎
亜
希
子
　
組

第
2
位
▼
吉
兼
あ
け
み
・
大
谷
浩
子
　
組

女
子
Ｃ
級

第
１
位
▼
長
崎
貞
子
・
本
田
寿
美
子
　
組

第
2
位
▼
貞
乗
直
子
・
藤
永
環
樹
　
組

女
子
Ｄ
級

第
１
位
▼
守
田
淳
子
・
古
賀
睦
子
　
組

第
2
位
▼
難
波
一
恵
・
佐
伯
和
子
　
組

小
学
生
の
部

第
１
位
▼
平
岡
美
沙
・
白
井
淑
惠
　
組

第
2
位
▼
白
井
俊
惠
・
山
本
屋
美
帆
　
組

中
学
生
の
部

第
１
位
▼
高
倉
里
奈
・
阿
部
睦
美
　
組

第
2
位
▼
兼
平
静
香
・
本
田
詩
織
　
組

和
木
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き
▼
3
月
16
日

と
こ
ろ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼

優
　
勝
▼
曙
自
治
会
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
▼
曙
自
治
会
Ｂ
チ
ー
ム

第
3
位
▼
混
成
Ｂ
チ
ー
ム

（ ）1

（ ）1

濱�嵋
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14

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
の
方
も
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
所
得
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
生
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
親
の
所
得

に
関
係
な
く
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す

が
、年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
に
お
け
る
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
に
つ
い
て
も
、
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
。
受
給
資
格
要
件
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
満
額
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
申
請
手
続
き

学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
に

は
、
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
在
学
証
明
書
又
は
学
生
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
申
請
は
、
前
年
の
所
得
を
確
認
し

て
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
度
ご
と
に
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
承
認
期
間
4
月
か
ら
翌
年
の
3
月
で
す
。

※
申
請
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
で
も
4
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
特
例
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
7
）

”学
生
納
付
特
例
制
度
“

を
ご
存
知
で
す
か
？

応
募
資
格

一
般
・
技
術
▼
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
22
歳
未
満
は
、
大
卒
及
び
卒
業
見
込
み
の

方
）
大
学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

歯
　
科
▼
専
門
の
大
卒
及
び
卒
業
見
込
み

の
方
で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

薬
　
剤
▼
専
門
の
大
卒
及
び
卒
業
見
込
み

の
方
で
、
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
、
薬

学
修
士
学
位
取
得
者
は
28
歳
未
満

受
付
期
間
▼
4
月
4
日
　
〜
5
月
13
日

試
験
日
▼
5
月
21
日
　
、
飛
行
要
員
22
日

入
　
隊
▼
（
幹
部
候
補
生
学
校
入
校
）

平
成
18
年
3
月
下
旬
頃

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
募
集
事
務
所

（

23
ー

1
5
8
0
）

試
験
の
種
類
▼
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

試
験
日
▼
6
月
19
日

試
験
場
所
▼
岩
国
市
な
ど
県
内
各
地

受
験
資
格
▼
乙
・
丙
種
は
誰
で
も
受
験
で

き
ま
す
。
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
4
月
13
日
　
〜
22
日

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2
種
第
4
類
試
験
準
備
講
習
会

期
　
日
▼
6
月
1
日
　
、
2
日

受
講
手
続
▼
消
防
本
部
な
ど
に
備
え
付
け

の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
消
防
本

部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合

消
防
本
部
予
防
課
（

22
ー

1
3
2
0
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

●
和
木
町
心
身
障
害
者
扶
助
料

支
給
額
▼
16
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
以
上
で
、
身
障
手
帳
1
・

2
級
及
び
療
育
手
帳
A
・
B
所
持
者
精
神

障
害
者
で
国
民
年
金
法
施
行
令
別
表
に
規

定
す
る
方
で
在
宅
の
方
。

※
公
的
年
金
受
給
者
は
半
額

●
和
木
町
児
童
福
祉
年
金

支
給
額
▼
8
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
1
・

2
級
又
は
療
育
手
帳
A
所
持
者

支
給
額
▼
7
万
円
（
年
額
）

該
当
者
▼
20
歳
未
満
で
、
身
障
手
帳
3
級

又
は
療
育
手
帳
B
所
持
者
　

※
今
月
は
、
障
害
者
扶
助
料
及
び
児
童
福

祉
年
金
前
期
分
の
支
給
月
で
す
。

民
生
委
員
の
方
が
お
届
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
8
）

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由

に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
・
医
療
費
な
ど
必
要

な
援
助
を
行
う
制
度
で
す
。

対
象
者
▼
生
活
補
助
を
受
け
て
い
る
方
。

前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
次
の

措
置
を
受
け
た
人
な
ど
、
生
活
保
護
を
必

要
と
す
る
人
に
準
ず
る
程
度
に
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
方

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た

世
帯

市
町
村
民
税
の
非
課
税
世
帯

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
世

帯
（
児
童
手
当
で
は
な
い
）

国
保
・
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
措
置

を
受
け
て
い
る
世
帯

そ
の
他
の
理
由
で
、
生
活
状
態
が
極
め

て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

提
出
期
限
▼
4
月
28
日

問
合
せ
・
申
込
み
▼
教
育
委
員
会

（

53
ー

3
1
2
3
）

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
人
口
動
態
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ

ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
及

び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や
死

亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に

職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て

産
業
の
記
入
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向
上

の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て
活
用
い
た
し
ま

す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者
▼
出
生
届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・

婚
姻
届
及
び
離
婚
届
の
届
出
を
さ
れ
る
方

期
　
間
▼
4
月
1
日

〜
平
成
18
年
3
月
31
日

調
査
方
法
▼
各
届
書
の
届
出
を
さ
れ
る
と

き
に
、
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
6
）

（ ）日

（ ）日
（ ）水

（ ）水

（ ）木

（ ）土

（ ）金

（ ）金

（ ）月

人
口
動
態
職
業
・

産
業
調
査
に
御
協
力
を

障
害
者
扶
助
料
・

児
童
福
祉
年
金
制
度

就
学
援
助
制
度
の
ご
案
内

（ ）木

（ ）1（ ）2（ ）3（ ）4（ ）5

（ ）金

（ ）金



日　時 4月24日（日）8時～
※雨天の場合は、4月29日（祝）に延期
○自治会長の指示に従ってください。
○家庭のごみは出さないでください。
○草、泥等は袋に入れないで、別々にして道路の路
肩等に積んでください。また、交差点の近くには積
まないでください。

問合せ 住民サービス課（ 52ー2135内線205）

平成17年度山口県職員採用試験と次のとおり実施
する予定です。
試験日程、試験区分などは都合により変更する場

合があります。また、受験資格は、職種によって年
齢が異なるもの一定の資格、免許等を必要とする場
合があります。受験申込みの際には、必ず各試験の
「受験案内」で確認してください。
各試験の募集職種・人数、試験内容、受験手続などの

詳細については、各試験の「受験案内」をご覧ください。

申込み・問合せ 山口県人事委員会事務局（ 083ー933ー4474）

児童扶養手当
・父と生計を同じくしていない児童に手当を支給す
る制度で、支給要件については、つぎのとおり。
①父母が婚姻を解消した児童
②父が死亡した児童
③父が政令で定める程度の障害の状態にある児童
④父の生死が明らかでない児童
・この手当は、該当児童等が、18歳になって、つぎ
の3月分まで支給されます。

・支給月は、4，8、12月の年3回です。
特別児童扶養手当
・精神または身体に障害を有する児童について手当
を支給する制度です。

・障害の認定には、指定医の診断書等が必要となります。
・この手当は、該当児童等が、20歳になる前日まで
の月分まで支給されます。

・支給月は、4，8、12月の年3回です。
現況届
現況届は、毎年1回、受給者（手当の支給を受け

ている方はもちろん、所得制限により手当の支給を
受けていない方も含みます。以下同じ。）からの届
にもとづき、前年の所得および受給資格について審
査するもので、この届出をされないと8月以降の手
当ては受けられません。
児童扶養手当は8月1日（月）から8月31日（水）までの間に、

特別児童扶養手当は8月11日（木）から9月12日（月）までの
間に、届出用紙に必要な事項を記入し証書および添付書
類を添えて保健福祉課へ提出してください。
現況届を提出しないと、時効により手当を受ける

資格を失うことがあります。
添付書類　
｢養育費等に関する申告書｣

その他の届け出
受給者の方が下記の状況になった場合は、受給資

格がなくなることがありますので、すぐに保健福祉
課へ届出てください。
なお、届出をしないまま手当てを受けていますと、

受給資格がなくなった月の翌月からの手当てを全額
返していただくことになります。
1．手当てを受けている母が婚姻したとき（法律上
の結婚だけでなく、内縁関係なども含みます。）
2．年金を受けることができるようになったとき
（申請中および請求すれば支給されるのに請求しな
いでまだ受けていない場合も含みます。）
3．遺棄していた父から連絡・訪問・送金等があったとき
4．刑務所に拘禁されている父が出所したとき（仮出
所も含みます。）

5．児童を監護・養育しなくなったとき
6．児童が施設に入所したとき
7．児童が父と生計を同じくするようになったとき
8．その他受給要件に該当しなくなったとき
なお、住所・氏名等が変わったときも届出てください。
問合せ 保健福祉課福祉係（ 52ー2135内線210）

15

山口県職員採用試験実施について

児童扶養手当、特別児童
扶養手当制度の概要

春の町内一斉清掃について

区　分 受　験　資　格 受付期間

6月26日
（日）

9月25日
（日）

同上

同上

同上

同上

7月10日
（日）

9月18日
（日）

10月2日
（日）

第2次
試 験

最　　終
合格発表

上級試験

中級試験

初級試験

医療系職種
採用試験

警察官

男性A

警察官女性A

警察官

男性B

警察官女性B

身体障害者
採用選考

昭和51年4月2日～
昭和59年4月1日

昭和55年4月2日～
昭和61年4月1日

昭和59年4月2日～
昭和63年4月1日

昭和51年4月2日
以降に生まれた者

昭和51年4月2日
以降に生まれた者

同　　上

昭和51年4月2日～
昭和63年4月1日

昭和51年4月2日～
昭和63年4月1日

同　　上

実施日程等

5月13日（金）

6月 3 日（金）

～

7月 5 日（火）

8月26日（金）

同　上

同　上

同　上

同　上

～

5月13日（金）

6月10日（金）

～

7月 5 日（火）

8月26日（金）

～

7月 5 日（火）

9月 2 日（金）

～

7 月
下旬

10月
下旬

同上

同上

7 月
下旬

8 月
下旬

～

同上

10月
中旬

同上

10月
下旬

8 月
下旬

11月
中旬

同上

同上

8 月
下旬

同上

11月
中旬

同上

11月
下旬

第1次
試 験
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図書館、小学校等での読みきかせに協力していただ

ける、読みきかせボランティアの方を募集しています。

自分のお子さん、お孫さん、ご近所の子どもたちへ

の読みきかせをしてみませんか？

内　容 ボランティアの皆さまに「読みきかせ」をし

ていただき児童とふれあい、本の楽しさを伝え

る橋渡しとして活動をしていただきます。ご依

頼する日時は、随時お知らせさせていただきます。

参加条件 児童書が好きで児童と一緒に楽しめる方。

年齢・性別・経験は問いません。

※随時講習会を開催予定です。

申込み 図書館に備え付けの申込み用紙にご記入のう

え図書館窓口に提出してください。

FAXでの申込みも可能です。

※和木町以外の方も歓迎します。

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222、 54ー0278）

読みきかせボランティア募集

制度廃止のお知らせ
4月1日より和木町出産祝金および日常生活

用具等負担金、母子家庭就学・就職支度給付

金制度が廃止となりますのでお知らせします。

問合せ 保健福祉課（ 52ー2135内線210）

町民相談開催日変更の
お知らせ

平成17年度までは、火・水・木曜日の3日間
実施していた町民相談を平成17年度からは
火・木曜日の2日間に変更となりますのでお知
らせします。

問合せ 企画総務課（ 52ー2135内線309）

4月1日から個人情報保護法が
全面施行されます

●だれもが安心してIT社会の便益を享受するため
の制度的基礎として、平成15年5月に成立、公
布された個人情報保護法が平成17年4月1日から
全面施行されます。

●個人情報取扱い事業者は、個人情報の利用目的
を明らかにし、その範囲内で取り扱わなければ
なりません。また、本人の同意を得ずに個人デ
ータを第三者に提供することは原則禁止される
ほか、安全管理措置、従業者や委託先の監督な
ど個人情報の適正な取扱いに関するルールが適
用されます。

●自分の個人情報については、事業者に開示等を
求めることができます。また、個人情報に関す
るトラブルや疑問は、その事業者に申し出るほ
か、認定個人情報保護団体や地方公共団体、国
民生活センターの苦情相談窓口などでご相談い
ただけます。

※詳しくは、内閣府国民生活局ホームページ
（http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html）
をご覧ください。

中国電力からのお願い
釣竿での感電にご注意ください。

電線近くでの釣りは、大変危険です。カー
ボン製の釣竿は電気を通しやすく、グラスフ
ァイバー製や竹製のものでも水に濡れている
と感電の恐れがあります。釣り糸を投げると
きや釣竿を持って移動するときなどは電線に
十分注意してください。

問合せ 中国電力株式会社（ 0120ー610ー762）
国税庁／厚生労働省／内閣府／警察庁／文部科学省／総務省／社会法人アルコール健康医学協会／全国小売酒販組合中央会
日本チェーンストア協会／社会法人日本フランチャイズチェーン協会／社会法人日本ポランタリー・チェーン協会

社会法人全国スーパーマーケット協会／社会法人日本セルフ・サービス協会
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（
3
月
19
日
句
会
）

菜
の
花
や
馬
の
親
子
の
寄
り
そ
ひ
て

陣
場
　
直
雄

囀
り
や
土
間
に
積
ま
れ
し
古
新
聞

陣
場
　
孝
子

春
雪
へ
田
鶴
の
羽
音
の
大
き
か
り

浜
田
千
代
美

夕
日
浴
び
水
面
に
揺
る
る
石
蓴
か
な

浦
　
　
盈
子

黒
土
を
肩
で
押
し
上
げ
春
大
根

越
智
　
幸
子

山
の
湯
に
友
と
つ
か
る
や
花
ミ
モ
ザ

小
川
　
誉
子

春
寒
し
山
の
廃
校
砂
塵
舞
ふ

灰
岡
美
穂
子

釣
糸
を
垂
ら
す
少
年
猫
柳

平
岡
　
菊
江

大
皿
に
ぼ
た
餅
も
ら
れ
彼
岸
寺

山
重
　
杵
子

春
疾
風
大
き
な
マ
ス
ク
す
れ
違
ひ

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

【
相
　
談
】

裁
判
所
か
ら
支
払
督
促
が
届
い

た
。
債
権
者
は
出
会
い
系
サ
イ
ト
の

事
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
分
は

利
用
し
た
覚
え
は
な
い
。
び
っ
く
り

し
て
裁
判
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
利

用
し
て
い
な
け
れ
ば
督
促
異
議
を
申

し
立
て
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
。

【
処
　
理
】

支
払
督
促
は
債
務
者
の
言
い
分
を

聞
か
ず
に
発
す
る
た
め
、
正
式
な
支

払
督
促
だ
っ
た
場
合
、
身
に
覚
え
が

な
く
て
も
必
ず
裁
判
所
に
確
認
し
、

2
週
間
以
内
に
督
促
異
議
を
申
し
立

て
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
今

後
の
対
処
に
つ
い
て
は
無
料
法
律
相

談
な
ど
で
弁
護
士
に
相
談
す
る
よ
う

助
言
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

昨
年
の
10
月
ご
ろ
か
ら
、は
が
き
、

電
子
メ
ー
ル
等
に
よ
る
有
料
サ
イ
ト

消費者生活相談�
だよりVol.7

裁判所から身に覚えのない

支払督促が届いた

利
用
料
や
登
録
料
等
の「
架
空
請
求
」

が
再
び
急
増
し
て
お
り
ま
す
。
利
用

し
た
覚
え
の
な
い
架
空
請
求
に
は
問

合
せ
等
の
連
絡
は
一
切
せ
ず
に
、
無

視
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
最
近
覚
え
の
な
い
サ
イ

ト
利
用
料
な
ど
の
架
空
請
求
に
裁
判

所
か
ら
支
払
督
促
が
届
い
た
と
い
う

相
談
が
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
支
払
督
促
な
ど

発
送
元
が
裁
判
所
の
場
合
に
つ
い
て

の
み
、
身
に
覚
え
が
な
く
て
も
、
必

ず
裁
判
所
に
連
絡
の
う
え
、
裁
判
手

続
き
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
確
認

し
、
督
促
異
議
の
申
し
立
て
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
支
払

督
促
は
債
権
者
の
一
方
的
な
申
し
立

て
に
よ
っ
て
発
す
る
た
め
、
放
置
し

て
お
く
と
不
利
益
を
被
る
結
果
と
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
の

中
に
も
裁
判
所
を
装
っ
た
り
、
書
類

を
偽
造
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
一
般
的
に
は
裁
判
所
が
発
送
元

に
な
っ
て
い
る
書
類
は
放
置
せ
ず
、

必
ず
裁
判
所
に
連
絡
・
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

狂
犬
病
予
防

一
斉
注
射
に
つ
い
て

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
年
一
回
必
ず

こ
の
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

飼
い
犬
を
登
録
済
の
方
に
は
、
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ

と
料
金
を
持
参
し
、
最
寄
り
の
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
だ
未
登
録
の
犬
を
飼
っ
て
い
る

方
は
、
登
録
手
数
料
を
含
め
た
料
金

を
持
参
の
う
え
、
ご
来
場
の
際
に
登

録
の
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
4
月
27
日
　
　
雨
天
決
行

会
場
及
び
時
間

関
ヶ
浜
分
館
9
時
〜
9
時
20
分

瀬
田
分
館
　
9
時
35
分
〜
9
時
55
分

大
谷
集
会
所
10
時
5
分
〜
10
時
15
分

瀬
田
3
丁
目
集
会
所
　

10
時
30
分
〜
11
時

福
祉
会
館
駐
車
場

11
時
15
分
〜
11
時
55
分

和
木
4
丁
目
第
1
集
会
所

13
時
10
分
〜
13
時
30
分

和
木
5
丁
目
集
会
所

13
時
40
分
〜
14
時

料
　
金

注
射
の
み
の
方

注
射
料
金
　
　
　
　
2
、
4
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
5
5
0
円
　

合
　
計
　
　
　
　
　
2
、
9
5
0
円

登
録
が
必
要
な
方
　

注
射
費
用
　
　
　
　
2
、
9
5
0
円

登
録
手
数
料
　
　
　
3
、
0
0
0
円

合
　
計
　
　
　
　
　
5
、
9
5
0
円

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
5
）

（ ）水



18

初
雪
の
凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
き
朝
幾
十
年
振
り
に

つ
ら
ら
下
が
れ
り

広
宇
次
信
子

荒
々
し
海
を
恋
し
と
想
う
日
よ
玄
界
灘
に

吾
が
過
去
ひ
と
つ

正
中
ツ
ヤ
子

小
さ
き
手
吾
に
あ
ず
け
て
「
春
よ
来
い
」
高
ら
か
に
う
た
う

曾
孫
の
愛
し
も

三
村
　
浄
コ

外
は
雪
明
る
き
部
屋
に
針
運
ぶ
老
い
て
見
つ
け
し

小
さ
き
幸
せ

森
本
　
初
子

な
つ
か
し
き
友
よ
り
手
紙
届
き
た
り
夜
空
に
星
の

ま
た
た
き
そ
め
ぬ

箭
野
　
賀
代

神
木
と
い
わ
れ
し
杉
の
木
花
も
て
ば
悪
魔
と
化
し
て

粉
ま
き
散
ら
す

横
川
美
代
子

停
電
に
な
り
た
る
寒
き
雪
の
夜
ス
ト
ー
ブ
の
炎
は

目
に
も
暖
か

大
野
　
千
尋

わ
れ
知
ら
ぬ
須
臾
も
老
化
は
進
み
お
り
落
着
く
大
事
を

自
然
は
戒
む

嘉
屋
　
笑
子

あ
か
と
き
の
テ
レ
ビ
に
い
つ
か
惹
か
れ
ゆ
く
風
か
お
る
が
の

「
シ
ド
ニ
ー
の
秋
」

近
藤
巳
津
子

冬
枯
れ
の
庭
木
に
ひ
と
つ
木
瓜
の
花
そ
の
く
れ
な
い
に

春
を
見
て
を
り

神
園
　
静
美

山
々
も
見
渡
す
限
り
雪
景
色
雪
よ
ふ
れ
ふ
れ
寒
さ
忘
る
る

田
渕
ハ
ネ
子

夜
の
闇
に
耳
を
澄
ま
せ
ば
も
の
音
の
吸
は
れ
ゆ
く
と
き

雪
の
気
配
す

藤
上
　
紀
子

近頃、家庭等での焼却に関する相談件数が多くなっています。ドラム缶焼却、地面へ穴を掘っての焼却、

ブロック積み焼却等でごみを焼却することを「野焼き」と言い、法律で禁止されています。

これは焼却する過程でのさまざまな大気汚染物質の発生、黒煙や臭いによる近所迷惑、火災の危険性な

ど多くの人々の迷惑になるためです。

適正な廃棄物の焼却とは、構造設備の整った焼却炉で、適切な方法で燃やすことを言います。

※廃棄物焼却炉の構造基準

① 空気取入口および煙突の先端以外に焼却設備内と外気が接することなく、燃焼室において発生す

るガスの温度が800℃以上の状態で廃棄物を焼却できるものであること

② 燃焼室に必要な量の空気の通風が行われるものであること

③ 外気と遮断された状態で、定量ずつ廃棄物を燃焼室に投入できること

④ 焼却室中の燃焼ガスの温度を測定できる装置があること

⑤ 燃焼ガスの温度を保つため必要な助燃装置があること

※焼却禁止の例外規定

① たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの

② 農業・林業または漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却

③ 風俗慣習上の行為を行うために必要な廃棄物の焼却（とんど焼きなど）

④ その他

問合せ 住民サービス課（ 52ー2135内線205）

その73

知っていますか？廃棄物の野焼き禁止！！

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

松
並
　
節
子
さ
ん
（
和
木
２
丁
目
）

竹
下
　
勇
さ
ん
　
（
和
木
３
丁
目
）

杉
本
　
俊
子
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

岡
本
　
秀
則
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）

岡
本
　
信
明
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）

山
本
　
智
通
さ
ん
（
大
谷
）

中
村
　
拓
男
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

加
藤
　
明
人
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）

●
一
般
寄
付

匿
名
の
方
　
　
　
（
和
木
３
丁
目
）

ぼ

け
ひ

し
ゅ
ゆ

ひ

ま
　
ご

い
ま
し

川
口
健
治
作
品
展

展
示
期
間
▼
4
月
29
日
　
〜

5
月
16
日
　

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時

展
示
内
容
▼
岩
国
短
期
大
学
教
授

で
山
口
県
文
化
功
労
賞
を
受
賞
し

た
川
口
健
治
さ
ん
が
、「
錦
帯
橋
」

や
「
美
し
き
故
郷
」
等
を
テ
ー
マ

に
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
和
木
を
描
い
た
作
品
も

展
示
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼
和
木
町
文
化
協
会

（

52
ー

2
1
9
1
）

和
木
美
術
館
情
報

（ ）金

（ ）月



0
7
10

32
67

116
140

188
184

261
280

206
178

194
277

198
212
199
208
188
193

2
11
34

70
136
158

193
189

234
224
223
222

183
214
232

195
179
177
166
167
171

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成17年3月1日現在

総人口　 6,718人
（＋2）

世帯数　 2,621世帯
（＋0）

和木町の面積　10.56km2

4 3 2 1 0 0 1 2 3（百人）

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

99
94
89
84
79
74
69
64
59
54
49
44
39
34
29
24
19
14
9
4

95
90
85
80
75
70
65
60
55
50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

女　3,380人
（＋5）

3,338人　男
（ー3）

100以上

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新

消
防
団
第
3
分
団
（
関
ヶ
浜
）

の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が
、
更
新

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
旧
車
両

が
20
年
を
経
過
し
、
老
朽
化
し
た

た
め
、
平
成
16
年
度
石
油
貯
蔵
施

設
立
地
対
策
等
交
付
金
に
よ
り
購

入
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

消
防
団
活
動
の
一
層
の
充
実
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

今 月 の 納 税

4
月
1
日
付
異
動

町
職
員
の
移
動

﹇
敬
称
略
﹈

（

）
内
は
旧
職

〈
企
画
総
務
課
〉

名
越
　
章
博
　
事
務
吏
員

（
保
健
福
祉
課
事
務
吏
員
）

〈
税
務
課
〉

出
山
　
和
義
　
係
長

（
都
市
建
設
課
係
長
）

〈
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
〉

栗
本
　
智
行
　
係
長

（
教
育
委
員
会
事
務
局
係
長
）

〈
保
健
福
祉
課
〉

秋
崎
　
武
司
　
事
務
吏
員

（
企
画
総
務
課
事
務
吏
員
）

〈
収
入
役
室
〉

松
島
　
久
子
　
事
務
吏
員

（
教
育
委
員
会
事
務
局
事
務
吏
員
）

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

児
玉
　
健
次
　
係
長

（
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
係
長
）

上
岡
須
磨
子
　
事
務
吏
員

（
収
入
役
室
事
務
吏
員
）

教
員
の
移
動

【
転
出
者
】

（

）
内
は
転
出
先

〈
和
木
小
学
校
〉

山
田
　
啓
二
（
端
島
小
学
校
校
長
）

島
田
　
幸
子
（
小
郡
町
上
郷
小
学
校
）

前
田
　
玲
子
（
装
港
小
学
校
）

山
川
　
明
美
（
岩
国
中
学
校
）

谷
　
　
奈
美
（
東
中
学
校
）

〈
和
木
中
学
校
〉

松
永
　
宣
男
（
宇
部
市
教
育
委
員
会
）

藤
川
　
義
道
（
和
木
町
教
育
委
員
会
）

池
田
　
基
博
（
周
東
中
学
校
）

沖
中
　
セ
ツ
ヨ
（
平
田
中
学
校
）

中
津
　
ま
ど
か
（
本
郷
小
学
校
）

【
転
入
者
】

（

）
内
は
前
任
校

〈
和
木
小
学
校
〉

鈴
木
　
淳
子
（
高
森
小
学
校
）

埴
村
　
笑
美
（
埴
生
小
学
校
）

野
崎
　
光
弘
（
大
竹
市
木
野
小
学
校
）

栗
栖
　
香
代
（
小
瀬
小
学
校
）

高
石
　
由
美
（
本
郷
小
学
校
）

〈
和
木
中
学
校
〉

藤
邊
　
健
次
　
校
長

（
周
南
市
中
須
中
学
校
）

藤
本
　
吉
章
（
由
宇
町
教
育
委
員
会
）

大
谷
　
佳
史
（
岩
国
中
学
校
）

柏
木
　
美
津
江
（
錦
清
流
小
学
校
）

中
村
　
容
子
（
美
和
中
学
校
）

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

【
転
出
者
】

（

）
内
は
転
出
先

木
村
　
満
彰
（
廿
日
市
市
平
良
小
学
校
）

【
転
入
者
】

（

）
は
前
任
校

藤
川
　
義
道
（
和
木
中
学
校
）

町営住宅使用料 ４月分

町税などの納付は便利な口座振替
をご利用ください。また、口座振替
依頼書は、町内の金融機関（大竹市
については一部）や役場にあります。
問合せ

税務課（ 52－2135内線203）

崎�辞
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